
　

左
記
の
５
作
品
の
中
か
ら
、
最
も

ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
も
の
を
１
つ
選

び
、
９
月
２９
日
㈮
、
正
午
ま
で
に
、

投
票
用
紙
に
郵
便
番
号
・
住
所
（
在

勤
・
在
学
の
方
は
通
勤
・
通
学
先
名

と
所
在
地
も
記
入
し
て
く
だ
さ

い
）・
氏
名
・
投
票
す
る
ロ
ゴ
マ
ー

ク
（
Ａ
〜
Ｅ
の
い
ず
れ
か
）
を
記
入

し
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
、

北
部
・
南
部
出
張
所
、
各
地
区
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
て
い
る
投
票
箱
へ
投

票
を
お
願
い
し
ま
す
（
投
票
用
紙
は

投
票
箱
に
設
置
し
て
い
ま
す
）。
広

報
広
聴
課
宛
て
に
は
が
き
（
９
月
２９

日
の
消
印
有
効
）
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申

請
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

●
投
票
資
格
が
あ
る
の
は
、
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
す

●
投
票
は
１
人
１
票
に
限
り
ま
す

●
必
要
事
項
が
未
記
入
の
場
合
は
無

効
と
な
り
ま
す

　

採
用
作
品
に
投
票
い
た
だ
い
た
方

の
中
か
ら
抽
選
で
１０
人
に
、
市
制
施

行
６０
周
年
の
記
念

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
（
平
成
３０

年
１１
月
発
送
予
定
。
当
選
者
の
発
表

は
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

　

投
票
に
よ
り
決
定
し
た
作
品
は
、

６
月
に
募
集
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
共
に
広
報
こ
し
が
や
お
知
ら
せ

版
１１
月
号
で
発
表
し
ま
す
。
作
品
決

定
後
「
市
制
６０
周
年
・
越
谷
市
」
な

ど
の
文
字
で
補
作
し
ま
す
。

b
広
報
広
聴
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１

７
、
D
９
６
５
＝
０
９
４
３

広 報

　

埼
玉
県
内
の
日
光
街
道
六
宿

（
草
加
宿
・
越
ヶ
谷
宿
・
粕
壁

宿
・
杉
戸
宿
・
幸
手
宿
・
栗
橋

宿
）
の
連
携
事
業
と
し
て
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
集
め
た
ス
タ
ン
プ

の
数
に
応
じ
、
抽
選
で
各
宿
の
景

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
詳
し
く
は

ス
タ
ン
プ
台
設
置
場
所
等
で
配
布

す
る
参
加
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

〈
対
象
期
間
〉　
９
月
１
日
㈮
〜

〜
１１
月
３０
日
㈭

〈
ス
タ
ン
プ
台
設
置
場
所
〉　
観

光
物
産
拠
点
施
設
「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ

ん
の
蔵
屋
敷
」
・
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
８
０

３
・
油
長
内
蔵
・
岡
埜
製
菓
店

＊
期
間
中
、
各
宿
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
ま
た
は
「
ま
ち
歩

　

き
」
に
参
加
す
る
こ
と
で
ス
タ

ン
プ
を
集
め
る
こ
と
も
で
き
ま

す
b
観
光
課
（
第
三
庁
舎
４
階
）
☎

９
６
７
＝
１
３
２
５

　

広
報
こ
し
が
や
お
知
ら
せ
版
１１

月
号
か
ら
１
年
間
、「
越
谷
今
昔

物
語
」と
題
し
て
、
本
市
の
昔
と

今
を
写
真
で
対
比
す
る
特
別
企
画

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
企
画
に
掲

載
す
る
昔
の
写
真
を
ご
提
供
く
だ

さ
い
。
提
供
い
た
だ
い
た
写
真

は
、
こ
の
企
画
の
ほ
か
、
６０
周
年

記
念
誌
や
写
真
展
示
に
も
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

〈
募
集
す
る
写
真
〉　
明
治
・
大

正
・
昭
和
（
特
に
市
制
施
行
の
昭

和
３３
年
ご
ろ
ま
で
）
に
市
内
で
撮

影
し
た
風
景
、
建
物
、
祭
り
、
行

事
、
生
活
な
ど
の
写
真

＊
写
真
の
枚
数
、
サ
イ
ズ
、
白

黒
・
カ
ラ
ー
は
問
い
ま
せ
ん

〈
申
込
み
〉　
９
月
２９
日
㈮
ま
で

（
消
印
有
効
）に
、住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
写
真
の
撮
影
時
期
と
場

所
お
よ
び
内
容
の
説
明
・
氏
名
の

公
開
希
望
有
無
を
添
え
て
、
直
接

ま
た
は
郵
送
で
広
報
広
聴
課
へ

〈
注
意
事
項
〉　
写
真
に
人
物
や

建
築
物
等
が
あ
る
場
合
は
、
提
供

者
の
責
任
で
公
表
の
承
諾
を
得
て

ご
提
供
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
写
真

に
つ
い
て
第
三
者
か
ら
苦
情
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
、
市
は
一
切
の
責

任
を
負
い
ま
せ
ん
。
写
真
は
無
償

で
お
借
り
し
、
後
日
郵
送
で
返
却

し
ま
す

b
広
報
広
聴
課
（
本
庁
舎
２
階
）

☎
９
６
３
＝
９
１
１
７

抽
選
で
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

投
票
資
格

結
果
は
11
月
号
で
発
表

　
越
谷
が
市
に
な
り
、
平
成
30
年
11
月
３
日
で
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
節
目
を
全
国
に
向
け
て
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
広
報
こ
し
が
や
お

知
ら
せ
版
６
月
号
で
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
63
作
品
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
推
進
市
民
委
員
会
と
専
門
家
に
よ
る
選
考

で
５
つ
の
最
終
候
補
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
投
票
で
最
も
得
票
の
多
か
っ
た
作
品
を
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
採
用
し
ま

す
。
60
周
年
を
皆
さ
ん
と
共
に
お
祝
い
で
き
る
よ
う
、
ぜ
ひ
投
票
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
が
決
め
る
！

市
制
60
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク

9/29（金）

最終候補作品はこの5作品！
（作品の説明は応募者によるものです）

笑顔の越谷市民と文化と自然が調和しな
がら次世代へつながる道が上に伸びてい
る姿を図案化しました。緑色は越谷市民の
文化創造を、青色は水郷こしがやの豊か
な自然を象徴しています

レイクタウンには、話題のスポットやイベントが集まり、
週末は遠方から来客でも賑わい発展めざましい街な
ので、躍動感を感じさせるモチーフにしようと思いまし
た。越谷の代表的な特産物でもあるイチゴのマスコッ
トをひっそり置くことで、個性と愛嬌を表現しました

C

Ａ

ひらがなの「こし」をモチーフとして市民が
笑顔で明るく楽しく60周年をお祝いして
いるイメージとしました

60周年の60の文字を無限大「∞」に重ね合わせ無
限大の可能性をもつ越谷市（市鳥しらこばと）が次
世紀の未来へと羽ばたく姿を図案化しました。緑色
は越谷市民の文化創造を、青色は水郷こしがやの
豊かな自然を、黄色は明るい希望を象徴しています

D

B

横のラインは元荒川、そこに越谷市の木
〝ケヤキ〞をデザインしてみました。空の○
のイメージは花火です。越谷市の象徴とな
るものを少しずつ取り入れてみました

E

電子申請で
投票も可能

二次元コードから電子申請へ
（スマートフォン対応版）

埼
玉宿

六

あ
ぶ
ら
ち
ょ
う
う
ち
く
ら

お
か 

の
カ　
　

 

フ
ェ

昭和33年ごろの中町・越ヶ谷三丁目

皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
昔
の

写
真
を
ご
提
供
く
だ
さ
い

投
票
方
法

市
制
60

正午
まで

今号の主な内容
防災行政無線にご理解を・・・・❷

こしがや市民大学第１期開講❹

市職員を募集します・・・・・・・・・❺

障がい者災害時支援バンダナを
配布します・・・・・・・・・・・・・・・・・❼

埼葛人権を考えるつどい・・・・・❾

＊7月の交通事故620件　死者2　負傷者96人
＊7月の火災2件　救急出動回数1,548件@bik2290t@citykoshigaya
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お知らせ版

間期票投

タ
イ
ト
ル
に　
　
　
　
と
あ
る
記

事
は
、
市
制
60
周
年
記
念
事
業
に

関
す
る
お
知
ら
せ
で
す
。

市
制
60


